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1 09:32 09:56

オーストラリアにおける
沿岸漁業管理システム
の特徴 － クイーンズラ
ンドの事例

日高 健

徳島県における瀬戸内
海機船船びき網漁業の
資源と漁場利用

斎浦 耕二

海を活用する環境教育
について － 駿河湾にお
ける実践例 －

新田 時也
国内におけるクロマグロ
養殖の経営展開

中原 尚知

2 09:58 10:22

FISHERIES
DEVELOPMENT AND
MANAGEMENT IN
MALAWI: STATUS,
CONSTRAINTS AND
WAY FORWARD

George
Matiya・若林
良和

広域的水産資源管理と
水産物付加価値向上へ
の取り組み － 淡路育波
浦の船曳網漁業を事例
として －

田中 史朗
漁業における自然再生
事業の役割

有路 昌彦

養殖マグロ市場の変遷と
量販店の仕入・販売展開
― 仕入チャネル・価格決
定プロセスのあり方に焦
点をあてて ―

山本 尚俊

3 10:24 10:48

Coastal Area
Management in Multi-
Purpose of Utilization by
Local Organization: Case
Study Approach in
Thailand

Wantana
Chenkitkosol
and Masahiro
Yamao

漁業・漁村が変える経済
思想　－ 古典の文献
サーチと異端経済思想
の再認識 －

岡本 勝

沖縄島羽地内海におけ
る干潟の環境認識とそ
の地域差

池口 明子
マグロ流通構造の形成と
変化のメカニズム

野崎 礼佳・婁
小波

4 10:50 11:14
台湾における遠洋鮪漁
業の現状と課題

前潟 光弘

漁村活性化に向けた都
市漁村交流の取り組みと
課題

大塚浩二

漁場造成事業における
パブリック・インボルブメ
ントー事業への参加型

中西 孝・大
谷 誠

カニ風味蒲鉾の開発・製
品革新とカニカマ産業の
確立

辻 雅司

5 11:16 11:40

貝類養殖技術の開発と
普及を目指した技術移
転 － エル・サルバドル
沿岸湖沼域養殖開発計
画の経験を通じて －

岩尾 恒雄

漁村女性グループ誕生
初期の成長を促す条件
（漁協女性部との関係）
－ 高知県宿毛湾を事例
として －

村上 幸二

漁協新規参入者の類型
と漁業権の変質 － 琵琶
湖沿岸漁協の事例から
－

矢野 晋吾

輸入ハモの需給状況と
今後の可能性 －京都・
大阪の需要との関係－

津國 実

6 11:42 12:06
新漁業秩序下における
韓国TAC制度の現状と
課題

西田 明梨

学校給食における地場
産水産物利用の意義と
問題点

阿部 覚・中
安 章・若林
良和

沖縄県北中城村のひと
えぐさ養殖業に関する実
態と展望 － 民族水産学
試論

田村典江

The Impact of HACCP
Based regulatory System
on Seafood Exports from
South Asia

D.A. De Silva
and Masahiro
Yamao

7 12:08 12:32
日韓新漁業秩序の形成
と漁業管理の実態 － 島
根県を中心に

伊藤 康宏

釣り人による遊漁船利用
時の重要度・満足度 －
因子分析による心理学
的アプローチ －

小川 砂郎

カツオの地域資源化とコ
ミュニティ －高知県中土
佐町の事例から－

若林 良和
卸売市場における適正
な廃棄物処理システム

川瀬 稔尚

8 12:34 12:58
チェサピーク湾プログラ
ムの環境管理システム

山田 二久次・
高山 進

沖縄県離島地域へのモ
ズク養殖技術普及の地
域的条件 － 沖縄県伊
平屋村を事例にして －

森 眞一郎


